
　鹿児島県が主催する文化芸術による地域活性化講座アートマネジメント入門編の一環として、『企画展「なくてもい

いものなんでしょうけど。」』を企画しました。企画・運営の主体は「言葉で感じる天文館実行委員会」で、上記アート

マネジメント講座に受講生として参加している社会人と学生のグループ総勢 9 名となります。

　この企画展のコンセプトは、作品鑑賞を通して、いつもと違う天文館を知ってもらうことです。鹿児島を代表する商

業街である天文館。そこには天文館の歴史を作ってきた老舗が数多くあります。普段はなかなか知ることが出来ない老

舗店主の思いやストーリーに焦点を当て、私たちは 7 店舗の店主さんへ取材を行いその「言葉」をピックアップしました。

作品制作についてはデザイナーの戸塚晶子氏に協力していただき、天文館内のギャラリーで展示をします。

　企画展のタイトルである「なくてもいいものなんでしょうけど。」という言葉は、ある店主からのなにげない一言で

した。「（自分のお店や商品は、本当は）なくてもいいものなんでしょうけど。」　一見ネガティブにも聞こえる言葉の後

に続いた、店主の仕事への思いや人柄。外からお店を見るだけでは気づくことができなかったであろう、沢山の熱い思

いが詰まっていました。

　作品のポイントとしては、取材時に出た話し言葉（ピックアップしたもの）をそのまま展示することです。取材では、

店舗の歴史・店主がこの仕事を始めたきっかけ・やりがいなどを伺っており、作品で店主の人柄・魅力をダイレクトに

伝えます。

　作品鑑賞を通して、天文館という街を「お店とお客の関係」だけではなく「人と人の関係」がある場所であるという

ことに気付いてもらい、もっと街に親近感を持ってもらいたいという思いから企画しました。

「売る」「買う」というやり取りだけではなく、そこからこぼれ落ちたものにも価値があるのではないでしょうか。決し

て大きなニュースではないかもしれないけれど、作品鑑賞した後は、天文館がいつもとほんの少し違う街に見える。そ

んな体験を提供する企画展です。
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「天文館がいつもと違う街に見える」企画展を企画・運営

天文館通電停徒歩3分 (UQモバイル 2F)



会場は、天文館の中心部に位置する「Shop&Gallery SOMETHING」です（天文館電停から徒歩 3 分）。
「Green in the city,Art in the life」をテーマにしたこのギャラリーは、静かで落ち着いた空間を提供してくれます。
そんな「Shop&Gallery SOMETHING」を会場にして、作品を楽しんでいただきます。
また、日時を 2 月 23 日 ( 金 ) から 2 月 25 日 ( 日 ) 11：00 ～ 19：00( 最終日は 17:00 close) に設定し、できる
だけ多くの人に足を運んでいただけるようにしました。

●タイトル
企画展「なくてもいいものなんでしょうけど。」

●日時・会場
2018 年 2 月 23 日 ( 金 ) ～ 2 月 25 日 ( 日 )11：00‐19：00  ( 最終日は 17:00 close)
Shop&Gallery SOMETHING　〒892-0842　鹿児島市東千石町 11-14-2
天文館通電停徒歩3分 (UQモバイル 2F)

●入場料
無料

●企画及び広報の問い合わせ先
team.ikiyoro@gmail.com

●企画・運営
言葉で感じる天文館実行委員会

●主催
鹿児島県、リーディングプロジェクト創造事業企画委員会

 
「言葉」を作品として展示

会場

イベント概要

( インタビューの様子 ) 上：有馬明治堂　有馬明治さん
下：手芸のまきの　牧野繁さん

　今回の企画展で展示する作品は、「言葉」です。天文館で創業

年月が長い老舗 7 店舗を対象とし、アートマネジメント講座の受

講生が店主にインタビューを行いました。そのインタビューの言

葉の中で、店主の人生観や人間味が垣間見えるような、何気ない

話し言葉を、メンバーで話し合いピックアップしています。

作品の概要として、ピックアップした言葉を見出しタイトルとし

て１行で大きく表示します。その下段に、その言葉にまつわるス

トーリーを表示します。また、そのストーリー上でキーとなる物

がある場合は、台座に掲示します。

作品のディレクション：言葉で感じる天文館実行委員会
グラフィックデザイン：デザイナー戸塚晶子氏

参考資料（戸塚氏ホームページより抜粋）
戸塚晶子
東京藝術大学デザイン学部・修士課程視覚造形科卒業。同大学卒業後、フリーランスデ
ザイナー・イラストレーターとして活動を始める。2013 年 CO STUDIO 設立。ウェブ
デザイナーのパートナーと共にビジネス、行政、NPO 等、日本全国の多様なクライアン
トのマーケティングを手掛けている。


